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令和３年度「町民と議員との懇談会」 
 

１ 「町民と議員との懇談会」説明資料について 

令和４年２月１日発行 議会だより第１３３号 

 

２ 班体制について 

 

 

 

 

 

 

  

  

班編成 議 員（◎は班長） 事務局 

Ａ班 ◎平沼 昌平・木村 隆・小鹿 昭義 福井 理央 

Ｂ班 ◎川村 明雄・藤山 大・平野 隆雄 鍋谷 浩行 

Ｃ班 ◎佐藤 孝男・杉村 志朗・溝部 幸基 中島 和俊 

開 催 日 町 内 会 会    場 班 

２月１日（火） 

松浦、吉野  松浦・吉野町内会館 Ａ 

館崎 1、館崎 2・3  吉岡総合センター Ｂ 

豊浜、宮歌  宮歌・豊浜町内会館 Ｃ 

２月２日（水） 

吉岡 1・2、吉岡 3  吉岡総合センター Ａ 

白符  白符ふれあいセンター Ｂ 

上町、本町、川原町  役場（機能回復室） Ｃ 

２月３日（木） 

※新型コロナウイ

ルス感染症対策の

ため中止 

日向 1、日向 2、日向 3  日向生活館 Ａ 

吉田町、館古  役場（機能回復室） Ｂ 

新栄町  新栄町集会所 Ｃ 

２月４日（金） 

※新型コロナウイ

ルス感染症対策の

ため中止 

月崎 2  月崎母と子の家 Ａ 

丸山団地  丸山コミュニティセンター Ｂ 

月崎 1  浜中母と子の家 Ｃ 

２月７日（月） 

※新型コロナウイ

ルス感染症対策の

ため中止 

浦和、岩部  浦和生活館 Ａ 

緑町  緑町母と子の家 Ｂ 

塩釜  塩釜町内会館 Ｃ 

２月８日（火） 

※新型コロナウイ

ルス感染症対策の

ため中止 

三岳 1  三岳母と子の家 Ａ 

三岳 2  三岳２町内会館 Ｂ 

千軒  千軒活性化センター Ｃ 
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１．参加状況等 
今年度の懇談会は、２月１日（火）から２月２日（水）まで延べ２日間開催し、

２月３日（木）に役場職員から新型コロナウイルス感染者が出たことにより、開催
前に中止、４日以降についても中止となった。参加者は９会場（２月３日含む）で
３５人（男３３人、女２人）の参加、１会場最大出席者数８人、最少は１人、１会
場の平均 3.8人という参加状況となりました。 
 
２．意見等の総括 
各会場での意見を分類し、その件数と総括を、次のとおり整理しました。 

 

全体 ６会場（５１件） 
議会では、議会基本条例第７条第８項の規定に基づき、町民への説明責任を果たし、

情報を共有するため「町民と議員との懇談会」を開催している。 
「町民と議員との懇談会」は、全町内会（１８会場）を対象に、議員が３班に分かれ開催

しており、平成 24年度から本年度で９回目の開催となりました。 

今回の懇談会は、役場職員から新型コロナウイルス感染者が出たため２日間のみ開
催し、以降は中止（次年度冒頭へ延期）することとなりました。 
説明資料として「議会だより第 133号」を用いましたが、新しい吉岡温泉や第２青函トン

ネル構想、除排雪に関する意見が多く出されたほか、青少年交流センター、岩部クルー
ズなど、多岐にわたる分野で意見交換を実施した結果、懇談会に参加した町民と情報共
有を図ることができました。 
例年実施している「町民と議員との懇談会」の継続実施は、町民が議会活動を理解す

る上で必要不可欠な機会であり、直接、町民に接することができる重要な場であると実感
しており、今回出された意見をそれぞれの議員が活かし、議会活動に連動させ、政策提
言へと進展させる実践がさらに必要です。 

議会としては、今回出された意見・要望を、一般質問、予算審議へ繋げ、所管事務調
査を実施し政策提言へ連動するなど、点から線へと活動を展開させ、町民の負託にこた
え、豊かなまちづくりのための糧としながら、今後とも不断の努力を続けてまいります。 

１．議会関係 ２会場（３件） 
２会場から、議会ホームページやタブレット端末など、３件の意見が出されました。 
意見があった「議会ホームページ」については、「会議資料を、当日ではなく前もって

掲載することができないか」との意見がありましたので、会議資料の掲載方法を当日の朝
から前日に掲載することに変更しました。 

２．産業関係 ５会場（７件） 
５会場から、白符地区の熊被害や赤潮被害についてなど、７件の意見が出されまし

た。 
白符地区の熊被害については、今後の対応等についての意見が出ました。 

３．観光関係 ４会場（５件） 
４会場から、道の駅関係や岩部海岸クルーズなど、５件の意見が出されました。 
道の駅については、冬場は人が入らないため福島にあった大きさや、ほかの施設との

統合がいいのではとの意見が出ました。 
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４． 福祉関係 ６会場（１０件） 
全会場から、新しい吉岡温泉関係や冬のあったか応援給油券など、10 件の意見が出

されました。 
新しい吉岡温泉については、計画の進捗状況等についてについて質問が出ました。 

５．衛生関係 ３会場（３件） 
３会場から、ごみの排出量関係の意見が出されました。 
ごみ排出量については、渡島管内でごみの量が多いことについて詳細を教えてほし

いとの意見が出ました。 

６．道路関係 なし 

７．河川関係 なし。 

８．防災関係 ２場（２件） 
２会場から、避難場所や避難路の冬期間の対応・対策について意見が出ました。 

９．教育関係 ３会場（４件） 
３会場から、青少年交流センターや福島商業高等学校の願書出願状況など、４件の

意見が出されました。 
青少年交流センターについては、管理や寮以外の利用等について意見が出ました。 

１０．住宅関係 なし 

１１．水道関係 ２会場（２件） 
２会場から、水道料金について意見が出ました。 

１２．空家関係 なし 

１３．会館関係 なし 

１４．町内会要望・町内会活動 ２会場（２件） 
２会場から、町内会の組織体制や町への要望事項についての意見が出ました。 

１５．第２青函トンネル関係 ４会場（５件） 
４会場から、第２青函トンネル構想について、５件の意見が出されました。 
「第２青函トンネル構想を実現する会」作成のパンフレットを参加者へ配布し、積極的

に町民周知を図っておりますが、町民からは、動き出すためにどういった行動を起こせば
いいか等の意見もあり、更なる活動の強化・展開の必要性を感じました。 

１６．除排雪関係 ４会場（７件） 
４会場から、屋根の雪下ろし助成や町への要望など、７件の意見が出されました。 
雪下ろし助成については、冬期間に何度か周知してほしいとの意見が出ました。 

１７．その他 １会場（１件） 
１会場から、役場窓口関係の意見が出ました。 
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３．地区別懇談会の開催状況 

                        〔凡例：○議会対応、◎町行政対応、☆説明済み〕 

月日 意見等 

２/１ 

（火） 

■松浦・吉野（松浦・吉野町内会館）18:00～19:32 参加者：5人（男 4人、女 1人） 
 
【福祉関係】 
◎新しい温泉はいつ頃できるのか？場所は現在の温泉の近くになるのか？ 
☆令和５年度に建設の予定。まだ基本計画の段階なのでこれから委員会で調査して、提言し
ていく旨説明。（議員） 

◎木質チップを利用するのに廃材は使えないのか？ 
☆安岡建設で廃材を木質チップにしているが、ボイラーに使った際に影響が出るのかどうか
わからない。 

◎冬のあったか応援給油券はすごく助かった。 
 
【観光関係】 
◎新しい道の駅の場所等は決まったのか？冬場は人が入らないのにあまり金をかけるのはど
うか、福島にあった大きさやほかの施設との統合もいいと思う。 

☆検討委員会の状況等を説明。（議員） 
◎岩部クルーズ利用客が乗船するまで車の中で待っている人が多い、出航場所を福島港に
すると道の駅と連携できるのではないか。 

☆福島港からでは、時間と天候の問題がある旨説明。（議員） 
 
【衛生関係】 
◎福島町のごみの量が多いのはまじめにごみを出しているからではないか。 
 
【産業関係】 
◎昨年、一昨年の町政懇談会でも言っているが、治山工事した箇所で家の屋根にかかって
いて危ない木があり、切ってほしいと要望したが町では切れないといわれた。枝だけは町で
切ってくれたが、この度の雪で折れている部分もあるため何とかならないか。 

・2/2産業課へ報告済み。 
◎台風などで吉岡漁港に避難した際、斜路の滑りがなく、ボルトが出ているため何とかしても
らえないか。 

・2/2産業課へ報告済み。 
 
【除排雪関係】 
◎町内会のボランティアで雪かきをしているが、今年の大雪だとボランティアを超えている。 
☆屋根の雪下ろし等の助成制度について説明。（議員） 
◎助成制度について知らなかった。１度だけでなく何度か周知してもらいたい。 
・2/2町民課へ報告済み。 
◎去年の懇談会でも話したが、町道の坂を重機で除雪してほしい。 
・2/2建設課へ報告済み。 
 
【その他】 
◎産業課へ手続き行った際に担当者がいなくてできず、何回か行き来した、担当者がいなく
ても、周りの人でできるようにしてもらえないか。 

・2/2産業課へ報告済み。 
 

２/１ 

（火） 

■館崎１・２・３（吉岡総合センター）18:00～19:02 参加者：2人（男 2人、女 0人） 
 
【防災関係】 
◎冬期間災害時の避難場所をどう考えているのか。津軽海峡は大きな波はこないと思うが、
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チリ地震やトンガの例もある。いつ起こるか分からない災害に多額の費用を掛けずらいこと
は理解するが、町民の生命にかかわる問題なので町全体で考えていかなければならない。 

【福祉関係】 
◎新しい吉岡温泉の管理はどうするのか。 
☆詳しいことは決まっていないが、３月に特別委員会を設置し調査を行う予定です。 
 
【除排雪関係】 
◎今年は漁港内に雪を捨てることが出来ないから大変。屋根の雪下ろし等も、町の補助があ
り個人負担は少なくてすむが、業者にお願いしても、手が回らない状態であった。 

 
【教育関係】 
◎青少年交流センターの管理内容は決まっているのか。全国から生徒を募集すると、問題を
起こす子どもが来ると大変だと思う。対応できる管理人を用意する必要があるのでは。 

☆教育委員会では、教員資格を持ったコーディネーターをお願いし、同様の施設を運営して
いる他町の実態を視察・検討している。 

◎施設を建てて子どもが来てくれればよいが、福島には生徒を呼び込む魅力が無いのでは。
資格が魅力だというが、それにも関わらず生徒が来ないのは魅力に感じていないのでは。
生徒が来たとしても３年たつと居なくなるのでは。 

☆卒業すると居なくなる問題は、他町でも課題となっている。 
 
【議会関係】 
○議員のなり手も少なくなったのでは。 
☆議員辞職が新聞にのり、他の人にも聞かれたが、退職金などがあると思われている。今は
そういった制度がなく、費用弁償などもないと説明している。 

 
【第２青函トンネル関係】 
◎第２青函トンネルの推進は福島町だけなのか？青森側でも進めてもらわなければならない
のでは。第２青函トンネルが出来れば福島が物流の基地になると思う。 

☆議会でも事あるごとに話しており、先日あった四町の会合や渡島の議長会でも話題にして
いるが、青森側の動きは鈍い。 

 
【産業関係】 
◎白符に出没した熊は駆除されたか？駆除したことを隠しているという噂もあるが本当か？ 
☆駆除されたという報告はないし、駆除したことを隠すことはない。 
 

２/１ 

（火） 

■豊浜・宮歌（宮歌・豊浜町内会館）18:00～19:20 参加者：9人（男 5人、女 0人） 
 
【福祉関係】 
◎国保税条例の改正で、保険税は上がるのか。 
☆現行の保険税と比較すると、改正後は下がっていく。 
（町民説明会実施済み、１月号公報掲載済み） 

 
【産業関係】 
◎議会で地球温暖化、赤潮被害の意見書を出しているが、当町で漁業被害はあったのか。 
 ウニ種苗放流場所決定について、漁業者の意向を聞いていないとの話があるがどうか。 
☆北海道町村議会議長会要請の意見書であり、当町の漁業被害はなかった。 
・2/2 産業課に確認：ウニ種苗放流場所は、漁協の漁業権管理委員会で決定しており、漁師
の話を聞いていないとはならない。 

 
【教育関係】 
◎来年度の高校入試の出願人数は、何人か。 
☆１０名の出願者とのことである。 
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【衛生関係】 
◎当町のごみ排出量は、なぜ管内一なのか。 
☆生ごみの水切りが大事、ごみの出し方によると思われる。 
 
【防災関係】 
◎津波が来たら、どうしようもないとの気持ちはあるが、若い人達のために、役場である程度の
津波対策は考えてほしい。冬の避難路は、雪で使えないのが現状である。 

☆避難施設を高台にという話は分かるが、現実的には、建設場所や住民要望により民家の近
くに施設整備をしている。 

 
【除排雪関係】 
◎雪を、海に捨てては駄目なのか。 
☆雪の中に沢山のゴミ等が混じり、海や川にゴミが堆積するので、桧倉に堆積場を設置。 
 
【第２青函トンネル関係】 
◎第２青函トンネルは、具体化しているのか。 
☆パンフレットで構想内容等を説明、意見交換した。 
 
【観光関係】 
◎道の駅は、あのままか。街並み構想はあると思うが、現実的には、ちぐはぐな施設配置と感
じる。岩部や松浦地区の人を市街地に連れてくるなど、将来的な検討もしてほしい。 

☆新たな道の駅は、次期総合計画期間で整備することにしているが、年間営業ができるような
検討が必要となっている。 

 

２/２ 

（水） 

■吉岡１・２・３（吉岡総合センター）18:05～19:32 参加者：8人（男 8人、女 0人） 
 
【衛生関係】 
◎人口が減っているのにごみが増えているが原因等詳細を教えてほしい。 
☆各町の状況や、ひとしぼり運動について説明。（議員） 
 
【議会関係】 
○タブレット端末の導入はいいことだが、議場では１つの資料しか見れないのか。 
☆事務局の操作で見る資料が表示される旨説明。（議員） 
○議会ホームページの会議資料が遅いときがある。会議当日ではなく前もってあげることはで
きないか。 

☆前もって資料を掲載するよう事務局で検討します。（福井） 
・2/3議長と協議し、会議の前日に公開することとした。 
 
【産業関係】 
◎山林の寄付を受け入れる条件はあるのか。以前、相談した際に断られたことがある。 
☆鳴海町長になってから方針が変わってる旨説明。（議員） 
◎林道島前線は、福島側もかなり整備されたが、今後どのように維持補修していくのか。白神
トンネルが通行止めとなった場合の松前と福島をつなぐ道路は必要。 

☆松前半島道路の必要性等について説明。（議員） 
 
【除排雪関係】 
◎流雪溝の蓋が新しくなってだいぶ良くなったが、ドカ雪だと高齢者は底のほうから雪かきが
できず、穴ができ軽自動車がはまったりする、除雪の際に削れないか。 

☆町から削ってほしいとの連絡は来ているが、蓋を開けて雪かきしている人がいれば入れな
いこともあり、頃合いを見て対応したい。（平沼議員） 

◎屋根の雪下ろし助成の条件がきびしい。条件を緩和できれば利用率も上がる。 
☆松浦地区から何回も周知してほしいとの意見が出ていた。降雪量等について説明。（議員） 
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【観光関係】 
◎アワビカレーおいしいけど値段が高い。 
【水道関係】 
◎水道料金全体の見直しとあるが、仕事で使っている水道料金等がどうなるか、いつ頃示さ
れる予定なのか。 

☆今現在では未定。（議員） 
 
【第２青函トンネル構想関係】 
◎第２青函トンネルについて、いろんな集まりで声が出てきているが、自分たちの時代のこと
でないとの声もある、どういう行動を起こしていかなければならないのか。 

☆配布した町作成のパンフレットについて説明。町民一丸となって盛り上げて次の世代へつ
なげるために気運を高めていくのが大事。 

 
【福祉関係】 
◎油の値段が高いままだと生活も厳しくなる。あったか応援給油券の第２・３弾はないか。 
☆新型コロナ地方創生交付金の状況について説明。（議員） 
 

２/２ 

（水） 

■白符（白符ふれあいセンター）18:00～18:39 参加者：1人（男 1人、女 0人） 
 
【福祉関係】 
◎温泉の建て替えが計画されているが、どこまで進んでいるのか。経費が掛かっているとは聞
いているが、自分も良く利用しているので、ぜひ続けてほしい。 

☆令和６年に利用開始できるように進んでいる。３月に特別委員会を作り内容について調査
する予定です。 

 
【水道関係】 
◎水道料金、福島町は高いと聞くが本当か。高い理由は何なのか。 
☆全道でも高い部類に入る。理由は、今に比べ人口が多いときに整備した施設のため規模
が大きく、千軒を含めた町内全域に配水していることから維持管理に費用が掛かっている
ことが大きな理由となっている。 

 
【産業関係】 
◎白符で起こった熊の事件後、電気柵を設置していたが、秋ごろに外してしまった。墓参りに
行くのが怖い。事件の熊は捕まっていないが、今後の対応はどうか。 

☆事件後はハンターによる見回り等をおこなっていた、今後の対応については、町内会要望
にも上っているので検討していると思うが、今の意見は、担当課に伝えます。 

 
【町内会関係】 
◎町内会が衰退している。若い人が居ないわけではないが、誰も町内会役員をやりたがら
ず、町内会の体制が一番問題になっている。自分も書記をしているが、高齢になり役を代
わってほしくてもやる人がいないので困っている。 

 

２/２ 

（水） 

■上町･本町･川原町（役場 機能回復室）18:00～19:35 参加者：4人 
（男 4人、女 0人） 

【福祉関係】 
◎現在まで使った国からのコロナ交付金は、いくらくらいか。 
☆今まで実施したコロナ関連事業費は、約５億５千万円。各種コロナ対策事業を説明し、意
見交換した。 

◎１月補正の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業（１世帯１０万円支給）の対
象世帯について、意見交換した。 

◎陽光園の待機者がいないと聞いている。入所できる介護度や、町外施設入所が影響して
いるのではないか。 
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【観光関係】 
◎岩部クルーズは頑張っている。地元としてクルーズを活かし、盛り上げたいが、難しい。 
☆来年度の事業計画の説明、商工会青年部との懇談の内容を紹介し、意見交換した。 
 
【第２青函トンネル構想関係】 
◎渡島総合開発期成会陳情事項として協議中とのことだが、大事なことは町民意識の盛り上
げである。工事期間は１５年間とのことだが、夢が夢でなくなるような活動を望む。 

☆青森県との連携状況、国会や北海道議会での関連質問、工事概要等を説明し、意見交換
した。 

◎当時の工事関係者から、現在の青函トンネルの老朽化を懸念する声を聴く。 
☆現在のトンネルの維持・老朽化対策のための工事関係者が、相当町内に宿泊している。 
 
【教育関係】 
◎高校存続のための青少年交流センター整備事業について、子供の絶対数が少ない中、高
校生だけの入寮だけで良いのだろうか。高校生以外の利用は考えていないのか。 

☆高校生利用が基本だが、親の一時宿泊、交流事業等にも活用する計画である。 
 
【町内会関係】 
◎人口・町内会員減少の中、町内会組織で高齢者の見回りをしたいと考えているが、人手不
足と見回り経費の町内会予算がなく実現できない。今後は、町内会の統合、役場との連携
も考えて行かなければならないが、町内会に対する経費補助を見てほしい。 

☆町内会毎の世帯数や増減等について、意見交換した。 
 

２/３ 

（木） 

 

■日向１・２・３（日向生活館）18:00～18:20 参加者：6人（男 6人、女 0人） 
 
※懇談会開催中に、役場職員の新型コロナウイルス感染の緊急通報があり、参加者に対し、
平沼委員長より懇談会延期の説明があり、解散した。 

 

■吉田町・館古（役場機能回復室）18:00～18:00 参加者：0人（男 0人、女 0人） 
 

※懇談会開催中に、役場職員の新型コロナウイルス感染の緊急通報があり、参加者に対し、
鍋谷事務局長より懇談会延期の説明があり、解散した。 

 

■新栄町（新栄町集会所）17:57～18:03 参加者：4人（男 3人、女 1人） 
 
※懇談会開催前に、役場職員の新型コロナウイルス感染の緊急通報があり、参加者に対し、
議長より懇談会延期の説明があり、解散した。 

 （解散時、山名さんより、後日、疑問・意見がある旨の申出があった、） 
 

 


